
資料８ 

川崎市八ヶ岳少年自然の家 令和７年度事業計画案 

１ 令和７年度利用目標 

利用目標：利用者数 96,000 名  

自然に親しみ富士見町の自然の中で団体や個人の宿泊生活を通して健全な少年の育成を

行えるよう取り組みます。 

八ヶ岳ならではの活動プログラムを取り入れ学校や家庭では得がたい体験の場をつくり

ます。 

安全で安心して活動ができる環境作りと指導を行います。 

 

２ 令和７年度主催事業計画 

（１）主な主催事業 

事業名 新規,継続 実施月 実施回数 事業内容 

ふじみ星空観察会 継続 4 月～3 月 10 回 

 

外部専門講師による宿泊者と近隣入眠などを対象

に季節に合わせた星空観察を実施 

ふれあい星観察会 継続 4 月～3 月 50 回 自然教室以外の施設利用者対象とした星空観察 

ふれあいサマーキャンプ 継続 8/6.7 1 川崎市内のこども達が夏休みを活用し富士見町の

散策と地元の小学生と交流を行う。 

八ケ岳自然観察会 継続 4 月～3 月 10 回 野草・昆虫・動物などの観察や学習 

革細工の小物づくり 新規 5 月 1 回 講師を招き 

自然散策トレッキング 新規 春～秋 2回 八ケ岳周辺の自然を散策 

秋の雲海観察会＆入笠山トレッキング 新規 11 月 １回 早朝の雲海観察と秋の入笠山散策 

指導員講習会 継続 ３月 １回 指導者養成のための講習 

 

（２）主な主催事業において工夫する点・課題等 

 ・少数人数でも実施ができるよう現地集合での主催事業を実施します。 

 ・ふれあい星空観察会においてはスタッフ研修を行い内容の充実を行います。 

 

（３）その他計画している事業 

・サスティナブル事業をより充実させ、多くの学校や社会教育団体の学習に活用したい。 

 

３ 施設設備・管理に関する対応 

件 名 場 所 内 容 実施月 

照明器具更新 村棟 LED 交換工事 D 11 月 

非常用照明設置 村の棟 非常時対応用照明設置 11 月 

非常用照明設置 星の棟 非常時対応用照明設置 11 月 

受水槽交換校工事予定  老朽化による交換  11 月 
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４ 主な課題への取組 

（１） 活動プログラム 

自然体験や野外活動だけではなく、食事、入浴、消灯、部屋の清掃なども活動プログラ

ムの一つであることを認識し、学校や各団体と調整、充実した活動が行えるようゆとりあ

るプログラムづくりに努めます。 

また、自然を生かし自然環境を考えるプログラムも実施。 

地球環境を大切にする意識や持続可能な生活スタイルを子供達に身に付けることを目的

とし、小さな行動から未来を支えることができるという考え方を、体験を通して学びま

す。 

 

（２） 建物・設備管理 

老朽化に伴う施設整備を積極的に実施、長寿命化を念頭に整備を行います。 

  日々の設備点検により発見した異常は利用に迅速に対応を行います。 

 

（３） 安全運営 

安全な体験活動ができるよう安全委員会を設け対策の検討 

食事の安全、施設危険個所の洗い出し、プログラムにおける危険の抽出などを行い対策

と改善を行います。 

 

（４）屋外環境整備  

施設内の枯木、枯れ枝、強風時の倒木などの危険排除し安全に野外活動ができるよう整

備を行います。  

また、屋外施設及び樹木の整備など施設の雰囲気作りを進めます。 

 

（６）利用促進 

かわさき市民祭りなどのイベント参加や近隣施設へのリーフレット配布、SNS などを 

使用した情報発信などを行い積極的な利用促進を行います。 
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川崎市黒川青少年野外活動センター 令和６年度事業進捗状況 

１ 令和６年度利用目標 

 利用目標：利用者数 29,100 名 

（１）主催事業の広報を積極的に行い、誘致活動を行います。 

（２）利用が少ない平日に、利用する団体を増やすことで利用者数を増やします。 

 

２ 令和６年度利用状況（令和６年４月～12 月） 

（１）利用者数 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

日帰り 1,033 1,667 1,037 983 525 556 1,010 948 958 8,717
宿泊延べ 549 492 629 576 691 761 172 574 530 4,974
日帰り 1,020 1,462 1,179 842 752 794 853 1,080 915 8,897
宿泊延べ 363 209 266 770 921 326 422 499 508 4,284
日帰り 13 205 -142 141 -227 -238 157 -132 43 -180
宿泊延べ 186 283 363 -194 -230 435 -250 75 22 690
日帰り 756 1,082 1,076 750 631 928 1,182 777 697 7,879
宿泊延べ 220 344 182 848 808 282 58 120 189 3,051
日帰り 277 585 -39 233 -106 -372 -172 171 261 838
宿泊延べ 329 148 447 -272 -117 479 114 454 341 1,923

対令和
４年度比

令和
６年度
令和
５年度

令和
４年度

対令和
５年度比

 

 

（２）利用団体数 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計
日帰り 46 53 44 42 22 31 54 39 35 366
宿泊延べ 11 7 9 11 12 11 5 8 8 82
日帰り 44 59 58 46 34 41 48 57 50 437
宿泊延べ 8 6 5 11 18 7 7 8 8 78
日帰り 2 -6 -14 -4 -12 -10 6 -18 -15 -71
宿泊延べ 3 1 4 0 -6 4 -2 0 0 4
日帰り 47 55 62 54 40 53 63 48 36 458
宿泊延べ 4 10 3 14 11 6 5 1 5 59
日帰り -1 -2 -18 -12 -18 -22 -9 -9 -1 -92
宿泊延べ 7 -3 6 -3 1 5 0 7 3 23

対令和
４年度比

令和
６年度
令和
５年度
対令和
５年度比
令和
４年度

 

 

（３）対令和５年度比における主な増減要因 

 ・気温が高くなったことによる減少が想定されます。 

  ・新型コロナウイルスの流行が落ち着き、全体的には利用者が戻りつつあります。 
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２ 令和６年度主催事業等の実施状況（令和６年 11 月～令和７年３月） 

※令和７年２月及び３月は実施予定です 

（１）主な主催事業 

事業名 新規,継続 実施日 実施回数 事業内容 定員 参加者数 

焚き火 café 継続 11/22，28 1 回 平日夜、焚き火を楽しむ 13 10 

デイキャンプ秋 継続 11/10 1 回 野外活動を楽しむ。 20 26 

しめ縄飾り作り 継続 12/8 1 回 しめ縄飾り 200 165 

ビーントゥバー 継続 1/16 1 回 大人のチョコレート作り 16 13 

黒川味噌仕込み 継続 2/14、15 2 回 手作り味噌仕込み 120  

自然体験フェスティバ

ル 

継続 3/9 1 回 あらゆる自然体験ができるお祭り 400  

 

（２）主な主催事業において工夫した点・評価・課題等 

 ・広報範囲を拡大し、参加者確保に努めた。 

 ・平日の参加者は、集めるのが難しいものの、定員を達成することは不可能ではない。 

 

（３）その他事業報告 

・黒川冒険クラブ 

  ・しめ縄飾り作り 

 ・ビーントゥバーチョコレート作り 

 

３ 施設設備・管理に関する対応 

   特に予定はありません。 

 

４ 課題への取組及び今後（2 月以降）の事業展開 

 ・味噌仕込み 

 ・自然体験フェスティバル 
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川崎市黒川青少年野外活動センター 令和７年度事業計画案 

１ 令和７年度利用目標 

 利用目標：利用者数 29,100 名 

（１）主催事業の広報を積極的に行い、誘致活動を行います。 

（２）利用が少ない平日に、利用する団体を増やすことで利用者数を増やします。 

 

２ 令和７年度主催事業計画 

（１）主な主催事業 

事業名 新規,継続 実施月 実施回数 事業内容 

春からカブトムシ講座 新規 4 月 1 回 里山から幼虫を探し、育てる方法を学ぶ 

流しそうめん 新規 8 月 2 回 流しそうめんを楽しむ。 

冒険クラブ 継続 5～11 月 6 回 野外活動などの冒険を体験する。 

タイダイ染め体験 新規 2 月 1 回 タイダイ染めを行い、知識を身に着ける。 

ママパパ自然遊び 新規 11～3 月 5 回 未就学の子と大人に向けて自然体験を行う。 

夜の昆虫観察会 継続 7 月 1 回 夏の夜の虫たちを観察する。 

GW ドラム缶ピザ 継続 5 月 3 回 ゴールデンウィークにピザ作りを行う。 

 

（２）主な主催事業において工夫する点・課題等 

 ・事業運営スタッフの日程の確保。 

 ・広報活動による参加者数の増加。 

 ・活動場所の整備、安全管理のための下見の実施。 

 

（３）その他計画している事業 

・住居跡の再開拓。 

  ・ビオトープエリアの整備及び発展。 

 ・海洋プラスチックを活用したアイロンクラフトの事業計画進行中。 

 

３ 施設設備・管理に関する対応 

  特に予定はありません。 

 

４ 主な課題への取組 

 ・土砂の流失に伴う木々の枯死が多いため、しがらみ柵を活用し山の再生に努めている。 
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川崎市青少年の家 令和６年度事業進捗状況 

１ 令和６年度利用目標 

利用目標：利用者数（日帰り+宿泊延べ人数）34,000 人の達成 

（１）新規利用団体の誘致 

構成団体川崎市スポーツ協会の地域ネットワークを活かし、小中学校及び学校施設開放

委員会と連携します。 

（２）広報・利用案内業務の強化 

小中学校へ事業のチラシ配布や川崎市の施設や教育施設等に広報誌を設置し、本施設の

広報・利用案内の強化を行います。 

宮前区地域教育会議、宮崎中学校区地域教育会議に出向き、近隣の学校関係者へ青少年

の家の利用を促し、地域に根差した施設を目指します。 

（３）主催事業の拡充 

構成団体川崎市スポーツ協会の市内ネットワークを活用し、主催事業を展開し、障がい

者スポーツ等を発信していきます。 

（４）施設の安全性の確保（防災拠点としての公共施設活用） 

普段から地域住民の方々とコミュニケーションを図り、開かれた施設運営を行うこと

で、災害の際にお互いを助け合う共助の関係づくりを行います。 

（５）継続利用者のニーズ把握 

継続利用者のニーズ把握の為、アンケート結果に基づくセルフモニタリングを実施しま

す。他類似施設の事業内容と比較検証することで、主催事業の更なる充実を図ります。 

（６）施設経年劣化への適切な修繕の実施 

築年数が 30 年以上を経過し、経年劣化が顕著になり始めた本施設に対して、計画性を

もって適切に実施します。 

 

２ 令和６年度利用状況（令和６年４月～12 月） 

（１）利用者数 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

日帰り 748 993 1,533 1,318 1,387 1,249 1,136 1,288 1,033 10,685
宿泊延べ 1,331 1,058 1,378 3,425 3,697 1,943 1,379 1,498 1,148 16,857
日帰り 848 1,099 1,318 1,603 1,122 920 1,338 1,348 1,273 10,869
宿泊延べ 1,379 1,439 568 2,439 3,712 1,260 969 1,276 1,181 14,223
日帰り -100 -106 215 -285 265 329 -202 -60 -240 -184
宿泊延べ -48 -381 810 986 -15 683 410 222 -33 2,634
日帰り 814 792 1,369 1,052 1,508 986 1,528 1,752 989 10,790
宿泊延べ 811 587 806 1,643 1,467 776 1,193 540 778 8,601
日帰り -66 201 164 266 -121 263 -392 -464 44 -105
宿泊延べ 520 471 572 1,782 2,230 1,167 186 958 370 8,256

対令和
４年度比

令和
６年度
令和
５年度

令和
４年度

対令和
５年度比
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（２）利用団体数 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計
日帰り 39 60 60 53 51 52 65 64 52 496
宿泊延べ 21 21 19 47 51 31 24 28 17 259
日帰り 47 61 56 63 47 54 70 65 54 517
宿泊延べ 22 16 9 37 54 22 20 18 23 221
日帰り -8 -1 4 -10 4 -2 -5 -1 -2 -21
宿泊延べ -1 5 10 10 -3 9 4 10 -6 38
日帰り 47 49 66 50 65 60 76 81 50 544
宿泊延べ 15 10 10 26 25 18 16 11 11 142
日帰り -8 11 -6 3 -14 -8 -11 -17 2 -48
宿泊延べ 6 11 9 21 26 13 8 17 6 117

対令和
４年度比

令和
６年度
令和
５年度
対令和
５年度比
令和
４年度

 

 

（３）対令和５年度比における主な増減要因 

・４月～１２月の宿泊延べ人数及び宿泊団体数で対令和５年度比延べ人数で２、６３４

人、団体数で３８件の増となりました。特に６月・７月・９月については、宿泊延べ人

数で２，４７９人、団体数でも２９件ほどの増となりました。コロナ前から利用いただ

いていた大型の団体利用が戻ってきている事が大きな要因として考えられます。 

・日替わり利用についても、宿泊利用の増による空きスペースに限りのある中、対令和５

年度累計で利用人数が１８４人減、団体数では２１の減となりました。 

 

３ 令和６年度主催事業等の実施状況（令和６年 11 月～令和７年３月） 

※令和７年２月及び３月は実施予定です 

（１）主な主催事業 

事業名 新or 継 実施日 実施回数 事業内容 定員 参加者数 

ピラティス＆コンディショニング 新規 火曜日 15 回 ピラティスを用いたストレッチや筋トレなど 15 名 88 名 

サーキットエアロ 継続 水曜日 12 回 音楽に合わせたリズミカルなトレーニングなど 15 名 65 名 

ノルディックウォーキング 継続 金曜日 12 回 専用のポールを使用したウォーキング 15 名 63 名 

おはなし会 継続 火曜日 4 回 講師による手遊びや紙芝居など 20 名 21 名 

ベビーマッサージ＆親子ヨガ体験教室 新規 木曜日 4 回 成長を促すマッサージや産後ヨガなど 20 名 15 名 

のびのびくらぶ（みつばクラス） 継続 水曜日 4 回 自然散策やおやつ作りなど 20 名 40 名 

のびのびクラブ（よつばクラス） 継続 水曜日 4 回 火起こし体験やクラフトなど 20 名 21 名 

幼児体操教室 継続 月曜日 4 回 とび箱やトランポリンを使用した運動 20 名 45 名 

クリスマスコンサート 新規 12 月 7 日 1 回 フルートやピアノの演奏など 40 名 17 名 

親子ふれあい動物園 継続 3 月 13 日 1 回 小動物のエサやり体験など 100 名  

ほのぼのスクール 継続 
11 月 5 日～9 日 

1 回 青少年の家から学校へ通う通学型合宿 40 名 33 名 

スキー教室 継続 
12 月 25 日～27 日 

1 回 インストラクター指導の下でスキー体験 40 名 27 名 

チャレンジ体験クラブ 継続 日曜日 2 回 パラスポーツ体験や長距離ハイクなど 50 名 162 名 
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手作り体験クラブ 継続 日曜日 2 回 電車遠征や宿泊体験など 40 名 216 名 

英語教室 継続 水曜日 12 回 絵や写真を使用した楽しく学べる英語体験 20 名 82 名 

おもしろ実験教室 継続 2 月 9日 2 回 摩擦を利用した実験や工作など 30 名 21 名 

星空観察教室 継続 
土曜日・日曜日 

3 回 月のクレーターや惑星、冬の星座の観察 20 名 81 名 

親子ピザ作り 新規 12 月 14 日 1 回 段ボール工作でオーブンを作りピザを焼く 20 名 39 名 

親子手打ちうどん作り 継続 2 月 23 日 1 回 粉から本格的なうどんを作る 30 名  

青少年の家フェスタ 継続 3 月 2日 1 回 地域団体による出店や成果発表など 1000 名  

ユースワーカーズ倶楽部 継続 
金曜日 

土曜日 
11 回 青少年の家主催事業のサポートや地域への出店 15 名 43 名 

シニアサポーターズクラブ 継続 火曜日 9 回 青少年の家主催事業のサポートや卓球による交

流 

20 名 50 名 

 

（２）主な主催事業において工夫した点・評価・課題等 

・チャレンジ体験クラブやほのぼのスクールの開催日と、参加者の学校行事が重なる 

ことがあった。 

 ・チラシ配架場所を増やせていないため、集客が伸び悩んだ。 

 ・親子ピザ作りは、簡単に手に入る段ボールでオーブンを作ることで、気軽に自宅でも 

ピザ作りを楽しめることを伝えることができた。 

 ・スキー教室は、中学 1 年生の自然教室でのスキー体験も見据えて募集をかけても良い 

  と感じた。 

 

４ 施設設備・管理に関する対応（令和６年 11 月～令和７年３月） 

※令和７年２月及び３月は実施予定です 

件 名 場 所 内 容 実施月 

水道使用量の増加 宿泊棟１階の配管 B1 の貯湯槽から客室棟への配管に漏水箇所。 11 月 27 日 

 

５ 課題への取組及び今後（令和７年２月以降）の事業展開 

・青少年の家を利用する保育所関係の団体と協力関係を築き、更なる集客を狙う。 

 ・近隣の学校と定期的に連携し、学校行事等を把握しつつ日程を設定する。 

 ・事業参加者全般が興味を持つ「食」についての事業を展開したい。 
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川崎市青少年の家 令和７年度事業計画案 

１ 令和７年度利用目標 

 利用目標：利用者数（日帰り+宿泊延べ人数）34,000 人の達成 

（１）新規利用団体の誘致 

構成団体川崎市スポーツ協会の地域ネットワークを活かし、学校及びスポーツ少年団・

子ども会等と連携します。 

（２）広報・利用案内業務の強化 

小中学校へ事業のチラシ配布や川崎市の施設や教育施設等に広報誌を設置し、本施設の

広報・利用案内の強化を行います。 

宮前区地域教育会議、宮崎中学校区地域教育会議、平間中学校地域教育会議に出向き、

近隣の学校関係者へ青少年の家の利用を促し、地域に根差した施設を目指します。 

（３）主催事業の拡充 

構成団体川崎市スポーツ協会の市内ネットワークを活用し、主催事業を展開し、パラス

ポー（ボッチャ等）を発信していきます。 

（４）施設の安全性の確保（防災拠点としての公共施設活用） 

普段から地域住民の方々とコミュニケーションを図り、開かれた施設運営を行うこと

で、災害の際にお互いを助け合う共助の関係づくりを行います。 

（５）継続利用者のニーズ把握 

継続利用者のニーズ把握の為、アンケート結果に基づくセルフモニタリングを実施しま

す。他類似施設の事業内容と比較検証することで、主催事業の更なる充実を図ります。 

（６）施設経年劣化への適切な修繕の実施 

築年数が 30 年以上を経過し、経年劣化が顕著になり始めた本施設に対して、計画性を

もって適切に実施します。 

 

２ 令和７年度主催事業計画 

（１）主な主催事業 

事業名 新規,継続 実施月 実施回数 事業内容 

健康体操＆ヨガ 新規 4 月～2 月 32 回 簡易的なストレッチやヨガなど 

サーキットエアロ 継続 4 月～2 月 30 回 音楽に合わせたリズミカルなトレーニングなど 

ノルディックウォーキング 継続 4 月～2 月 28 回 専用のポールを使用したウォーキング 

おはなし会 継続 4 月～2 月 9 回 講師による手遊びや紙芝居など 

ベビーマッサージ＆親子ヨガ体験教室 継続 4 月～2 月 9 回 成長を促すマッサージや産後ヨガなど 

のびのびくらぶ（みつばクラス） 継続 4 月～2 月 10 回 自然散策やおやつ作りなど 

のびのびクラブ（よつばクラス） 継続 4 月～2 月 10 回 火起こし体験やクラフトなど 

幼児体操教室 継続 5 月～2 月 8 回 とび箱やトランポリンを使用した運動 

和太鼓体験会 新規 12 月 1 回 和太鼓の演奏やワークショップなど 

親子ふれあい動物園 継続 3 月 1 回 小動物のエサやり体験など 

ほのぼのスクール 継続 11 月 1 回 青少年の家から学校へ通う通学型合宿 
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スキー教室 継続 12 月 1 回 インストラクター指導の下でスキー体験 

チャレンジ体験クラブ 継続 5 月～1 月 6 回 パラスポーツ体験や長距離ハイクなど 

手作り体験クラブ 継続 5 月～2 月 6 回 電車遠征や宿泊体験など 

英語教室 継続 5 月～3 月 30 回 絵や写真を使用した楽しく学べる英語体験 

おもしろ実験教室 継続 6 月、11 月、2 月 3 回 摩擦や錯覚を利用した実験や工作など 

星空観察教室 継続 12 月、1 月 3 回 月や惑星、冬の星座の観察 

親子ピザ作り 継続 7 月 1 回 段ボール工作でオーブンを作りピザを焼く 

親子手打ちうどん作り 継続 6 月、9 月、2月 3 回 粉から本格的なうどんを作る 

青少年の家フェスタ 継続 3 月 1 回 地域団体による出店や成果発表など 

ユースワーカーズ倶楽部 継続 4 月～3 月 26 回 青少年の家主催事業のサポートや地域への出店 

シニアサポーターズクラブ 継続 4 月～3 月 37 回 青少年の家主催事業のサポートや卓球による交流 

スプリングキャンプ 継続 3 月 1 回 野外炊事やスポーツレクリエーションなど 

サマーキャンプ 継続 7 月、8 月 2 回 野外炊事やプールでの活動など 

プール開放 継続 7 月、8 月 6 回 高津区、宮前区在住の小学生を対象に開放する 

親子水遊び 継続 8 月 3 回 水位を低くしたプールで水遊び 

八ヶ岳宿泊体験会 継続 9 月 1 回 川崎市八ヶ岳少年自然の家での宿泊体験や登山 

ちびっこ外遊び体験 継続 8 月 1 回 ビニールプールやお菓子作りなど 

 

（２）主な主催事業において工夫する点・課題等 

・これまでピラティスを取り入れてきたが、参加者層のニーズに合わせて、筋力トレー 

  ニングよりもストレッチを重視した事業を新規で開始する。 

 ・和太鼓関係の施設利用団体へ声掛けをし、和太鼓のワークショップを展開する。 

 ・幼児の保護者が気軽に集えるような場所として認知されるようにする。 

 ・サマーキャンプは、昨年の反省を活かし、7 月と 8 月の 2 回開催とする。断りの対応が 

  ないようにする。 

 ・手作り体験クラブの受付時、1 年生の参加ばかりが集まらないよう、申込時間に差を 

  つけて受付を開始する。 

 ・参加人数の減っているシニアサポーターズクラブの集客に力を入れ、事業のサポート 

  人数の安定を図る。 

 

（３）その他計画している事業 

特になし。 

 

３ 施設設備・管理に関する対応 

件 名 場 所 内 容 実施月 

照明器具絶縁不良 １F 玄関ホール １F エントランスホール照明器具絶縁不良 5 月 

窓ガラス破損 ３F 宿泊棟廊下 ３F 宿泊棟廊下３０４号室前窓ガラス破損 5 月 

2 階廊下壁紙張替え 2F 廊下 ２F 廊下壁紙貼替 11 月 
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４ 主な課題への取組 

・参加者との関わりをさらに深め、いただいた感想等を、事業を発展させていく材料とす

る。 

・年度末に行っている事業アンケートを中間にも行い、参加者のニーズに早急に対応でき

るようにする。 

・SNS を使用し施設の認知度を上げ、地域の方が気軽に寄ることのできる場所としたい。 

 



【参考１】市ホームページ









現在、SNSサイト２月１日開設（現在HP更新中）



















【参考２】市ホームページ














